
 
 
 
 
様式１                                                                          H２８年度 

教科名 国語科 科目名 古典A 単位数 ２単位 対象 
２年 

（教養ビジネス/
普通総合コース） 

科目の分類 選択科目 履修順序  

科目の目標 古典としての古文と漢文、古典に関連する文章を読むことによって、我が国の伝統と
文化に対する理解を深め、生涯にわたって古典に親しむ態度を育てる。 

教科書 
主な教材 

教科書：第一学習社版「高等学校 標準古典Ａ物語選」（古Ａ ３０５） 
副教材：桐原書店「基礎から学ぶ 解析古典文法」 

学習内容 
（概要） 

古典に親しむことによって、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、人生を豊かに
する態度を育てる。 

学習の 
ポイント 

１ 語句の読みと意味を理解し、音読することができる。 
２ 作者の考えや登場人物の生き方に触れる。 
３ 中国の故事成語を理解し、漢文訓読を修得する。 
４ 文語文法の修得。 

到達目標 
１ 古典の世界に触れ、古文漢文を理解することができる。 
２ 作者や登場人物、当時の習慣や考えを理解することができる。 
３ 古典に親しむ態度を培うことができる。  

評価の方法 
・定期テストおよび実力テストの得点。 
・授業時の発表、ノート･プリント等の提出状況。       ※総合的に判断して 
・長期休暇中の課題の提出状況。                       評価する。 

学習展開〈年間指導計画の概要〉 
 
 
 
 

 単元または項目 学習のねらい 主な学習活動（教材等） 

一
学
期
前
半 

ガイダンス 
古文入門 
古文①「十訓抄」 
古文②「古今著聞集」 
古文③「竹取物語」 
漢文④「故事・寓話」 
中間考査 
 

・古典の学習目標と学習方法、評価の仕
方について説明する。 

・基礎力を確認し、古文に親しみを持つ。 
・音読することができる。 
・登場人物の性格と、人間関係、筆者の
考えを読み取る。 

・当時の人々の考え方や習慣を理解する。 
・文語文法が修得できる。 
・漢文の訓読のきまりを理解する。 
・重要語句と句法を修得する。 
・漢詩のきまり、特に近体詩の詩形・押
韻・構成・対句について理解する。 

 

ガイダンス（基礎力の確認） 
用言の活用等 
文字一つの返し 
小式部内侍が大江山の歌の事 
火鼠の皮衣 
助長 
嬰逆鱗 
画竜点睛 
推敲 

一
学
期
後
半 

古文⑤「伊勢物語」 
古文⑥「大和物語」 
古文⑦「宇津保物語」 
漢文⑧「漢詩の鑑賞」 
期末考査 

通い路の関守 
苔の衣 
うつほの母と子 
鹿柴 
峨眉山月歌 
春夜 
臨洞庭 

二
学
期
前
半 

古文⑨「徒然草」 
古文⑩「方丈記」 
古文⑪「枕草子」 
中間考査 
言語活動⑫ 
「古典鑑賞新聞」 

・音読ができる。 
・３代随筆の優れた表現を読み味わう。 
・長めの文章を読んで、漢文に親しみを
持ち、話の内容を理解する。 

・話の展開を把握し、登場人物の行動や
心情を読み取る。 

・親しみやすい古典を選び鑑賞し新聞に
まとめる。 

・軍記物語の構成や展開を把握し、登場
人物の行動や心情を読み味わう。 

・中国の歴史の中の人間について考える。 
・短編物語を読んで、話の面白さを理解
する。 

公世の二位のせうとに 
安元の大火 
中納言参り給ひて 
古典鑑賞新聞 
 

二
学
期
後
半 

古文⑬「平家物語」 
古文⑭「三国志の世界」 
古文⑮「堤中納言物語」 
期末考査 
古文⑯「源氏物語」 

忠度の都落ち 
水魚之交 
貝合 
光る君誕生（桐壺） 
 

校長 教頭 教頭



三
学
期 

古文⑰「蜻蛉日記」 
「更級日記」 

漢文⑱「諸家の思想」 
期末考査 
言語活動⑲ 
「漢詩・和歌の鑑賞」 

・重要語句と句法を修得する。 
・音読することができる。 
・当時の人々の考え方や習慣を理解する。 
・古代中国の思想から、現代に通ずるも
のの見方・考え方を知る。 

・好きな漢詩・和歌を選び鑑賞文を書く。 

泔杯の水 
門出 
孟子  仁人心也 
老子  柔弱 
韓非子 刻削之道 
漢詩・和歌鑑賞文 
 

 


